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はじめに

マーシヤルの下で教育を受けた人物としては,ケ インズやピグ
ーが存在する。その中に

は,マーシャルがケンブリッジで創設した経済学 トライポス (卒業試験)の 第 1回 目(1906

・1907)に第 1優等生を取得したウォルタ
ー ・レイ トン (Walter Layton,1884-1966)が存在

する。彼は,1884年 3月 15日にロンドンのChdscaで両親とも音楽家の家庭で生まれる。

1901年に, レイ トンはロンドン大学のUniversity Collegeで歴史学と経済学を専攻してい

る。当時,UCで は,ケ ンブリッジから講師として フォックスウェルと ピグ
ーが教えに

来ている。その中でも,マ
ーシャルの下で教育を受けた C.P.サンガ

ーがレイ トンに統計ヘ

の関心をもたすことになる。サンガ
ーはレイ トンにケンブリッジの トリニティ・カレッジ

奨学金をとり,新 しく制度化される経済学 トライポスをとることを勧め,レ イ トンは 1904

年 10月にケンブリッジに進学する。

彼は卒業後ケインズとともに講師になり,ケ ンブリッジの経済学部のスタッフとして教

育 ・研究に従事する。マ
ーシャルは,ケ ンブリッジで理論的分野と応用的分野の両方にス

タッフを充て,経 済学教育の充実を図つたのである。ケインズが理論的側面の講義を担つ

たのに対して, レイ トンは 「現代産業の構造と諸問題」という講義を担当し,応 用経済学

の分野を担うことになる。マ
ーシャルの経済学体系には理論的側面と応用的側面が存在す

る。レイ トンはマ
ーシヤルの後者の後継者である。レイ トンの著作としては 1912年に出

版 され た 『物価研 究入 門』 (И″筋″θttcr′θ″的 筋¢齢冴ゥ ゲ PガCβざ)が あ り,そ れ は L.L,プ

ライスにより高い評価を受け,そ の著作が彼の学問的名声を高めるのである。 しかしレイ

トンは第一次大戦により政府の要職に就くように要請され,戦後,大学には復帰せずに『エ

コノミスト』の編集長 (1922‐38)と して従事する。

レイトン研究においては,彼 の親族からの聞き取りを中心にした彼の生涯についての

Habback(1985)の研究が存在するが,彼 の業績をマ
ーシャルとの関係では十分に位置づけ

られていない。さらに,マ
ーシャルの産業経済学の系譜についてのラファエリイによる研

究でもレイトンヘの言及はされていない。西沢会員の研究(2003)において, レイトン
ヘの

言及が存在するのみである。われわれは,さ らにレイトンとマ
ーシャルの関係,ケ ンブリ

ッジ学派における産業経済学の分野についても明らかにする必要があろう。

I.マ ーシヤルと経済学教育

『経済学原理』を中心にマ
ーシヤル自身をとらえると彼の全体像を見失うおそれがある

ことは指摘されており,そ の中でも彼の経済学教育
への貢献とその役割からもマ

ーシャル

をとらえ直していく必要性がある。大学の役割には,「研究」を通しての
「知の創造」と
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「教育」を通しての 「知の継承」の側面がある。本報告では,ア
ルフレッド・マーシヤル

と彼の学生であつたウォルタ
ー ・レイトンの考察を通して,マ

ーシヤルとケンブリッジ学

派の 「知の創造」と 「知の継承」を考えていきたい。

マーシヤルは,経 済学教育充実のために経済学 トライポスを創設し,経 済学と
いう 「学

問の将来」を考えた経済学者である。マ
ーシヤルの経済学教育に関しては,内 外の研究が

存在し,経 済学 トライポス創設の歴史的な経緯に関しては,橋 本昭
一会員の研究が存在す

るが,本 節と次節ではマ
ーシヤルの 「知の継承」という側面から考祭していく。

1888年のフォックスウェルの 「連合王国における経済学の講座の半数は
・・・」とい

う言葉やマ
ーシヤルの 80歳 を祝う盛大な誕生日で述べられた 「われわれはマ

ーシャルの

生徒である」という言葉からも彼のイギリスでの経済学教育の充実
への貢献は大きい。

マーシヤルにとつては,経 済学 トライポスを創り経済学者並びに経済学教育を受けた人

材を世に送り出すことも彼の課題であり,そ れがケンブリッジで成し遂げた大きな業績
の

一つでもあつた。このことは,ケ インズも認めているところである。さらに, どのように

経済学教育を行うかということは方法論争の
一つでもある。経済学 トライポスを創り出す

ために,マ ーシャルは自らの研究並びにシジウイックをはじめ多くのケンブリッジの同僚

たちとの人間関係をも犠牲にしてきたのである。

マーシヤル研究においては,彼 の 『原理』を中心に初期
・後期との区分を行つたりする

が,マーシヤルの就任講演 「経済学の現状」を彼の業績のなかでの位置づけも必要であり,

彼の経済学教育の視点からそれの役割は大きいように思われる。
「経済学の現状」は,イ

ギリス経済学を取り巻く状況を示すのと同時に 「経済学」という学問の将来像を示すもの

である。この講演によリマ
ーシャルの経済学者の評価を内外に高めたと言われるが,こ れ

はケンブリッジの歴史学研究者批判であり経済学 トライポスの計画を表明するものであ

る。経済学を現状のままで維持したかつたシジウイックは,マ
ーシャルの講演の中身を知

って激怒したと言われている。さらにそれは同僚との決別であり,カ ニングガムとは経済

学 トライポスをめぐつて論争を戦わすことにもなる。まさに,「経済学の現状」はケンブ

リッジ大学内で大きな波紋を引き起こすのである。さらに,マ
ーシヤルが経済学 トライポ

スを創設し,教 授職をピグ
ーに譲リレイ トンとケインズをスタッフに任命したことは,コ

ラー ドの言葉をかりれば,マ
ーシャルとピグーによる無血革命 (Pぶace Revdudon)である。

H.経 済学 トライポスの創設と経済学の将来

教授就任後,マ
ーシヤルは学生たちへの経済学教育と経済学 トライポス創設のために奔

走するのである。1886年,マ
ーシヤルは学長に自らのポケット

・マネーからの 「マーシ

ャル賞」の創設を申し出ている。この賞は経済学の試験によるものであり,モ ラ
ル ・サイ

エンスとは切り離して学生たちに経済学の受験勉強をさせることを意図したものである。

さらに,1891年 には トライポスを修了した学生に経済学研究
の継続を意図した論文形式

の賞である 「アダム
・スミス賞」も創設する。
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カニングガム,シ ジウイックは,経 済学をモラル
・サイエンスや歴史学 トライポスのカ

リキュラム内で教育すべきであると考えていたのに対して,マ
ーシャルは経済学をそれら

の分野から切り離されたなかでの教育方針を持っていた。このような教育観の違
いがカニ

ングガムによるマーシヤルの 『経済学原理』での経済史解釈
への批判としてでてくるので

ある。論争嫌いのマ
ーシヤルはこの批判に応え,彼 は理論から歴史まで

一冊の本にまとめ

るのは困難と考え,後 に 『産業と商業』を出版することにもなる。

次に,女 性学位をめぐつてのマ
ーシャルとシジウイックとの対立であるが,女 性に学位

を認めるかどうかの問題だけでなく両者の 「経済学」という学問
への考え方も大きく影響

している。マーシヤルが教授に着任時の彼の講義への参加者の4分 の 3が 女子学生であり,

その後少し減少はするが 3分 の 1を占めていた。しかもその大半がシジウイックが創設し

たニューナムの女子学生であつた。経済学は他の学問より取り組みやすいということでシ

ジウイックが多くの学生をマ
ーシヤルの講義に送り込んでおり,優 秀な女子学生も存在す

るが一般的に成績が良くないとマ
ーシャルは指摘している。

マーシヤルにとつては,モ ラル ・サイエンスや歴史学と比べても劣らない 「経済学の将

来」を背負う優秀な学生が経済学の講義を受講し, トライポスに挑むことを望んでいた。

後の話になるが,彼 はメイナ
ー ド・ケインズ本人に経済学 トライポス受験の働きかけや父

親ネイビルから息子への説得依頼を試みている。

マーシャルがケンブリッジに戻つてから,約 18年の歳月をかけてようやく1903年に評

議会で承認されるのであるが,歴 史学科を代表するカニングガムとマクタガ
ー トの2人 は

反対した。カニングガムは経済学研究のためには歴史学研究の必要性を強調し,マ クダガ

ー トは経済学のスタッフの少なさを問題にした。

『タイムズ』紙は経済学トライポスには賛意を示したが, ビジネス教育についてスタッ

フの少なさやカリキュラムが実業家養成に十分に応えられないのではないかということを

指摘する。マーシヤルもそれに説明を行うが,彼 にとつては実業界に輩出する人材よりも

「経済学の将来」を担つてくれる後継者の養成が急がれるところなのである。

III.ケンプリッジでのウォルター ・レイトン

ケンブリッジに進学したレイトンは,マ
ーシヤルの講義に出席しケインズとは違いそれ

らを大変明解であり十分出席の価値があるものと評価した。1905年から 3年 間にわたり

彼はマーシヤルの講義に参加し,マ
ーシャル経済学に没頭したのである。レイトンや当時

の学生にとつて,マーシヤルの経済学講義の魅力は,現実問題と密接したところにあつた。

レイトンが受けたマーシヤル講義としては,「信用と投機」「現代産業の構造と諮問題」

「現代統計の解釈」がある。レイトンは,マ
ーシヤルの勧めにより学生時代の 1905年に

『エコノミック・ジヤ
ーナル』に 「アルゼンチンと食物供給」という論文を発表している。

これは,マ ーシヤルが 1904年にアルゼンチンとオ
ーストラリアを話題に出し景気変動に

ついて講義をしており,そ れをまとめたものと思われる。
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1906年に, レイ トンは経済学 トライポス
・パー トIで第 1優等生を取得しているが,

彼の評価としてはマ
ーシャルは厳しい言葉を残している。同年,ケ インズはマ

ーシヤルの

勧めにもかかわらず数学のトライポスを受験し,第 12位合格の成績しか残せず,翌 年に

は文官試験でインド省に入省する。レイトンの評価を高めたのはWincheser Reading Prize

で第2位 に入賞したことであり,入 賞は周りを驚かしている。1907年の経済学トライポ

ス・パートHで も第 1優等生を取得している。同年,ケ ンブリッジの最初の postgradutte

の経済学の贈与である奨学金をとり,ケインズが受賞を逃したコブデン賞も獲得している。

1908年にレイトンは 「労働者教育協会」での講義時に,『エコノミスト』の編集主幹であ

るF.ハーストと出会い,同 社に1週間に
一度Assistant ed■orとしてへ出向くこととなる。

1908年には,ケ ンブリッジではマーシャルの後任候補の選出が行われ, ピグ
ーが教授

に就任する。その時, ピグ
ーはマーシャルが行つたように,講 師二人分として年 100ポン

ドずつがポケットマネーから出すことが約束され, レイトンとケインズが講師となる。レ

イトンは, ピグー教授の下 「現代産業の構造と諸問題」の講義を担当することとなり,後

に教授となるロバー トノンをはじめ多くのものが受話したと記録されている。ハロッドの

『ケインズ』伝によると, ピグ
ー, レイトン,ケ インズはそれぞれ非常に違った講義ぶり

で立派な成果を収め,こ の小さなクラスから後に有名となった注目すべき経済学者の
一団

を生みだすことになつたのである。

1910年に, レイ トンは彼の講義の受講生でマ
ーシャルの最後の学生である Dorothy

Osamastonと結婚をしている。結婚に際し,生 活のためケンブリッジを離れることを悩ん

でいる時に,マ ーシヤル夫妻は祝福し彼を強く引き留めている。レイ トンは,1912年 に

『物価研究入門』という書物を出版する。この書物は,19世 紀の価格変動の分析であり,

生活水準と所得の関係,名 目賃金と実質賃金の動きを著したものであり,L.L.Price によ

り極めて高い評価の書評が 『エコノミック・ジャ
ーナル』(Vol.22,No.86,Jun.1912)に掲

載される。さらに,翌年には,『労働と資本の諸関係』(助2沢θわr,θ″sゲ 位″筋′御冴五αbθ″r)

という書物も著す。レイトンはイギリス産業の深い知識を持ち統計の効果的な使用をする

応用経済学者という地位を確立した。第
一次世界大戦が始まると, レイトンは政府に引き

抜かれ,戦 後はマ
ーシャルとケインズの両者からのケンブリッジに戻つてくるようにとの

強い説得にもかかわらず, レイトンは政府にとどまり国際連盟の仕事などに従事する。

レイトンのケンブリッジでの業績を評価すれば,ピ グ
ー,ケ インズが経済理論的分野で

活躍したのに対して,彼 は経済統計学並びに応用経済学の分野を担いアカデミックな側面

と実務的な能力を持ちあわせていた経済学者である。マ
ーシヤルの著作からもわかるよう

に彼自身は産業経済学の分野に対して大いなる関心を持つていた。レイトンには経済学ス

タッフとしても手薄であつたためその分野での研究
・教育に大いに彼は期待していた。

コラードが指摘するように,レイトンの統計の能力と彼の実践問題に対する関心は高く,

彼とケインズがケンブリッジに登場したことは重要な新しい血の注入をもたらしたが,彼

が去ったことはケンブリッジの最大の弱点である問題に大きな空隙を残したのである。さ
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らに,1911年 に トライポスの第 1優等生を取得するラヴイントンは 27年 に若く
して死去

し,ヘ ンダ
ーノンもケンブリッジを去ることとなる。このことが,1930年 代にケインズ

・サークルを中心とする理論分野の研究に対して,応 用経済学の分野に対する評価が低下

する原因となる。レイ トンが担つていた応用経済学の分野は,彼 の教育を受けた次世代
の

研究者が担い育てていくことになる。

最後に,マ ーシヤルが創設した経済学 トライポスから育て上げられたレイ トンがケ
ンブ

リッジを去った理由としては,彼 の経済的並びにケンブリッジの財政的な問題があげられ

よう。学問が権威を持つためには,財 政的な裏付け並びにポストと密接につながる必要性

がある。ケンブリッジでは 1920年に応用経済学の教授職の創設を画策するのであるが,

それは実現には至らなかつた。その結果,ケ ンブリッジではレイ トンを失うことになる。

IV.ウォルター ・レイ トンと 『エコノミスト』

レイトンの政府の要職への関わりは,当 時,要 職に就いたベヴァリッジ,ケ インズと比

較すると興味深く対照的であるとの指摘もされており重要な研究課題であるが,本 報告で

は今後の課題として別の機会に譲ることとする。

レイトンは政府の要職中からエコノミスト社の仕事を行い,1922年に 『エコノミスト』

の編集主幹になり16年間その職を続け,さ らに 1944年から63年まで会長職を行う。

『エコノミスト』の研究は,ウ ォルタ
ー ・バジョットを中心とした岸田理会員の研究が存

在する。さらに,『エコノミスト』の 100周年並びに 150周年の記念的研究も存在する。

レイトンが 『エコノミスト』で果たした役割としては,大 きく3つ をあげることができ

よう。最初は,政 府の役割,政 府の国家干渉に対しての 『エコノミスト』の編集姿勢
・基

本原理の問題である。創刊当初の 『エコノミスト』は反穀物法連盟の機関誌的性格を持つ

ており,自 由主義を基本原理として編集されていた雑誌である。ところが, レイトンが編

集主幹の時代には,こ れまでの基本原理から国家干渉の容認
へと編集方針を転換している

のである。第 2に ,『エコノミスト』の創業家が同社を売却するのに,同 社の編集におけ

る独立性並びに伝統を守ったことである。最後は,同 誌の沈滞期に紙面の編集の刷新を行

い,新しい統計手法の導入と古い統計手法の刷新を行い,同誌の流通部数を伸ばしている。

さらに, レイトンの同誌への統計的な貢献について考察していく。『「エコノミスト」の

百年』では,同 誌が 100年間続いてきた理由の
一つとしては創設者たちが設けた 「安全装

置」つまり 「量的な接近」
・「統計への不断の訴え」であると回顧している。同誌は,最 初

から適切な統計によつて自誌の記事を例証したり,客 観的なデ
ーターをできるだけ多く読

者に提供することによつて彼ら自身に結論を見いださせようとしたのである。フイッシヤ

ーによると,『エコノミスト』がイギリスのみならず世界でも 「卸売物価指数」を最初に

採用したが,そ れは時代遅れになり, レイトンが古い卸売物価指標を改訂し,新 指標を導

入するなど統計技術並びに分析手法を刷新するのである。

『百年』では同誌が果たした統計の役割を述
べ,そ の中でもレイトンの貢献を積極的に
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評価し,こ れからも大いに発展の必要性を述べている。『エコノミス ト』において,彼 の

果たした同誌の編集方法の堅持と独自性は十分に評価すべきものである。彼の学生 。研究

者の時代に養つてきた経済学,特に統計の能力が同誌において十分に活かされたのである。

むすび

経済学教育の視点からマーシャルとレイ トンを考祭してきたが,マ
ーシャルは経済学と

いう 「学問の将来」を考えた経済学者であった。彼は,経 済学の教授就任直後から,経 済

学はモラル ・サイエンスからできたものであるがいつまでもモラル ・サイエンスの
一部で

あってはいけないという考えを持っていた。マーシャルは,経 済学という学問の地位向上

のために,ケ ンブリッジで歴史学やモラル ・サイエンスのように独立して トライポスを創

り,「経済学の将来」を担う人材が輩出できることを考えていたのである。 トライポスの

創設という仕事のために,彼 は教授に就任してから 20年 以上の歳月を費やし,そ れと伴

に多くの犠牲を払つたのである。彼が創設したトライポスによつて最初に輩出された経済

学者として, レイ トンという人物がいる。彼はピグ
ーやケインズ, ロバー トノンと比べる

とマーシャル経済学の継承者的または批判者的色彩は薄いが, レイ トンは統計の専門技術

を持ってマーシャルの経済学の良き説明者であった。マーシャルはレイ トンをケンブリッ

ジでの活躍に期待したが,マーシャルから受け継いだ彼の現実感覚を彼は『エコノミス ト』

で活かすことになる。マーシャルの 「知の継承」と 「知の創造」として,経 済学 トライポ

スは存在するのである。レイ トンはマ
ーシャルの応用経済学分野の継承者であり,マ ーシ

ャル経済学からの新たな学問分野の創造者でもある。
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